







































































































































カ ３ ＋ ７＝１０ ２つの数の計算を使って、４つや５つの数・
／＼ ／＼ の式をつくる。







































































初の数を変えて、どんどんしてみよう 」と声かけをすると 「３いって３いって４。 、
いったら１０」と説明を書いた。




他の児童の「４回のもしていいですか 」の支援 を受け、 児も４回で上がる。 C B１
たし算を考え始め、３＋３＋２＋２＝１０、３＋２＋３＋２＝１０を書いた。すご
ろくの上に指を置き、次の数を考えていた。
ウ）抽出児 （様相 と考える児童）C C
２＋５＋３＝１０を書き、次にすることを
。「 。」 、尋ねた 次々考えてごらん の支援 を受けC １
３＋６＋１＝１０、５＋４＋１＝１０、６＋２
＋２＝１０を考えた 「４回にいっていいです。
か 」と尋ねたので 「４回でも、５回でも上が。 、






























も同様に考えられるか検証した。 なります （抽出児 ）。」 C















































抽出児Ａは 「最初の数は何になるか 」という支援Ａ を受け、最初の数を決定し、、 。 ２











」 、「 、 、 、 。」定する という考えを使って ３＋３＝６ あと４で１０だから ここは ４です
と説明したり 「イ最初の数を決めて、１０の補数から 次の数を決定し、それを２つ、
に分けていく」の考えを使って「３と７で１０。７を３と４に分けるから、ここは４
















































































 〒 680-8551　鳥取市湖山町南 4-101
 TEI & FAX  0857-31-5101（溝口）
 http://www.fed.tottori-u.ac.jp/~mathedu/
